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みんなの家ななくさ　700-0056　岡山市北区西崎本町1-7　　電話086-253-8988　
　みんなの家だんだん　700-0056　岡山市北区西崎本町1-10　 電話086-250-9927
　みんなの家かるがも　702-8026　岡山市南区浦安本町158　  電話086-265-1165
  本部事務所　　700-0054　岡山市北区下伊福西町1-53　　　電話086-254-9555
　本部事務所②　700-0056　岡山市北区西崎本町1-10　　　　電話086-250-9904
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fax086-250-9906  (だんだん併用)
第1号議案　　　2018年度事業活動報告　
１、会員現勢について　

2019年6月1日現在、個人会員66名(前年より1名増)、団体会員6団体です。
２、理事会、事業所合同会議、本部事務局会議などの開催について
①理事会は、3回開催しました。

第1回理事会　　　2018年10月03日　岡山県民主会館

第2回理事会　　　2019年01月22日　　　同　　上
第3回理事会　　　2019年05月15日　 　 同　　上
②2018年9月から本部事務局会議を定例化し、毎月第1月曜日に7人で開催してきました。
③3つの介護事業所の管理者さんたちを中心に毎月10日前後に、事業所合同会議を開催してきました。
３、小規模多機能型居宅介護事業所のとりくみ

 (1)利用実態推移表(2018年4月1日から2019年3月末)
※　ななくさ　(登録上限29名)
	年/月
	18.4
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	19.1月
	２月
	３月

	介護
	２２
	２Ⅰ
	２０
	２０
	２１
	２２
	２３
	２４
	２１
	２１
	２２
	２４

	予防
	　６
	７
	７
	７
	７
	７
	６
	５
	５
	６
	 ５
	 ５

	計
	２８
	２８
	２７
	２７
	２８
	２９
	２９
	２９
	２６
	２７
	２７
	２９

	介護度
	55.75
	50.5
	47.5
	44.25
	48.5
	53.5
	55.75
	53.375
	45.375
	50.5
	49.75
	49.7


年間のべ334人、27.83人/月　年間介護度数合計604.45　平均介護度　1.81
新規利用者さん11　　利用中止9名
※　かるがも　（登録上限25名）　
	年/月
	18.4
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	１2月
	19.1
	2月
	3月

	介護
	２１

	２２
	２２
	２１

	２１
	２１
	２１

	１９

	１９

	１８

	１７

	１７

	予防
	１

	１
	１

	　１

	２
	２

	２
	２
	０
	２
	３
	３

	計
	２２
	２３
	２３

	２２

	２３
	２３

	２３
	２１
	１９
	２０
	２０
	２０

	介護度
	43.75
	48.75
	48.75
	46.75

	45.0
	45.0
	47.0
	41.0
	39.0
	41.2
	40.75
	41.75


年間のべ　259人、21.58/月　　　年間介護度数合計529.2　平均介護度2.04　
・新規利用者さん　16名　・利用中止者　18名
· だんだん（登録上限18名）
	年/月
	18.4
	5月
	6月
	7月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	19.１
	２月
	３月

	介護
	１４
	１４
	１５
	１４
	１５
	１５
	１６
	１５
	１６
	１５
	１４
	１４

	予防
	　３
	 ３
	3
	　３
	３
	３
	２
	２
	２
	３
	３
	  ３

	計
	１７
	１７
	１８
	１７
	１８
	１８
	１８
	１７
	１８
	１８
	１７
	１７

	介護度
	43.875
	44.25
	42.25
	43.25
	44.25
	44.25
	45.5
	42.5
	43.5
	42.25
	38.25
	38.25


· 年間のべ210人、17.5/月　　年間介護度数合計512.375　平均介護度　2.44
新規利用者さん　3名　　　　利用中止4名
（2）収入額　2018年4月から2019年3月　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）
	
	ななくさ
	かるがも
	だんだん
	小計

	利用者の利用料負担
	4,436
	3,727
	3,066
	11,230（前年比104.4%）

	国保連・介護給付費
	55,335
	50,375
	42,195
	147,906（102.5％）

	食事代・宿泊代
	6,168
	3,395
	4,282
	13,846（105.7%）

	　　合計
	65,940
93.6%
	57,498
119.2%
	49,543
100.1%
	172,982
前年比102.8%


2017年度に比べ、人件費が増額。11,785万円から12881万円へ。前年度比、約110％です。2018年度の総収入に対する人件費は74.4％。役員報酬をいれると80.1％になります。
（3）利用者一覧　(2019年4月1日・現在)
※ ななくさ
	
	利用者数
	独居
	認知症
	独居かつ認知症
	自己所有
住宅
	減額
対象
	後見人

	要支援Ⅰ・Ⅱ
	7
	4
	0
	0
	3
	6
	0

	要介護Ⅰ
	8
	6
	1
	0
	5
	5
	0

	要介護Ⅱ
	10
	7
	5
	4
	7
	9
	2

	要介護Ⅲ
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要介護ⅳ
	2
	0
	2
	0
	1
	1
	0

	要介護Ⅴ
	2
	2
	2
	2
	0
	2
	1

	　　合計
	２９
	１９
	１０
	６
	１６
	２３
	３


※ だんだん
	
	利用者数
	独居
	認知症
	独居かつ認知症
	自己所有
住宅
	減額

対象
	後見人

	要支援Ⅰ・Ⅱ
	3
	1
	0
	0
	1
	2
	0

	要介護Ⅰ
	5
	3
	2
	1
	3
	3
	1

	要介護Ⅱ
	3
	2
	2
	2
	2
	1
	0

	要介護Ⅲ
	3
	1
	0
	0
	2
	2
	0

	要介護ⅳ
	2
	2
	1
	1
	1
	2
	0

	要介護Ⅴ
	2
	1
	1
	0
	1
	1
	0

	　　合計
	１８
	１０
	６
	４
	１０
	１１
	１


※ かるがも
	
	利用者数
	独居
	認知症
	独居かつ認知症
	自己所有
住宅
	減額

対象
	後見人

	要支援Ⅰ・Ⅱ
	　3
	　0
	0
	0
	　3
	　0
	0

	要介護Ⅰ
	　5
	　5
	3　　
	　　3　
	　5
	　4
	0

	要介護Ⅱ
	　6
	　3
	　　5
	　　2
	　5
	　4
	1

	要介護Ⅲ
	　5
	　4
	　　4
	　　3
	　3
	　2
	0

	要介護ⅳ
	　0
	　0
	　　0
	　　0
	　0
	　0
	0　

	要介護Ⅴ
	　1
	　0
	　　1
	　　0
	　1
	　1
	0

	　　合計
	　２０
	　１２
	　　１３
	　　８
	１７
	　１１
	１　


※　合計
	
	利用者数
	独居
	認知症
	独居かつ認知症
	自己所有住宅
	減額

対象
	後見人

	要支援Ⅰ・Ⅱ
	　　１３
	　５
	０
	０
	　 ７
	　８
	０

	要介護Ⅰ
	　  １８
	　１４
	　　６
	　　４
	　 １３
	　１２
	１

	要介護Ⅱ
	　　１９
	  １２
	　１２
	　　８
	　 １４
	　１４
	３

	要介護Ⅲ
	　　８　
	　５
	　　４
	　　３
	　 ５
	　４
	　０

	要介護ⅳ
	　　４
	　２
	　　３
	　　１
	２　 
	　３
	０

	要介護Ⅴ
	　　５
	３　
	　　４
	　　２
	　 ２
	　４
	１

	　　合計
	６７
	４１
	　 ２９
	　１８
	４３
	　４５
	　５


減額対象は、市民税非課税の世帯の利用者さん、としています。ななくさ79％、だんだん61％、かるがも55％となっています。一人暮らしの人の率は2017年4月で74％、2018年は67％、2019年61％です。かるがもは、認知症の方の比率が65％と比較して高くなっています。現状を踏まえた課題はやはり、認知症の方への介護の在り方、住宅確保、看取り、病院や訪問看護ステーションとの連携などがあげられます。
(4)スタッフ学習、宣伝活動
①みんなの家スタッフ交流学習会
2018年11月11日に開催。「接遇」の理念を学習したいという現場からの声を受けて企画。「利用者さんの言い分に耳を傾けてみよう」というタイトルで講師は、景山富久子さん（認知症の人と家族の会岡山県支部副会長）。参加は29名（ななくさ12名、かるがも7名、だんだん4名、事務局5名、講師1名）でした。
　住宅さんが司会。自己紹介のあと、講演。「利用者さんの言い分に耳を傾けてみよう」と題して景山子さんが話してくれます。DVDからは認知症の初期の段階でその認知症状況を自ら話される場面、認知症の身内を介護した人たちの発言、介護事業所の介護者さんたちからの発言などが映し出されます。初期認知症のTさん語録があるといいます。「私という人間を見てよ。（認知症のTでなく、Tという人間のなかに認知症もある、という視点）（足らないところ、かけているところに気付いてほしい）」、「私の言い分をきっちり聞いてください。（薬はコミュニケーションです、聞き上手になってください）」、「バカにしないでください。（安易に褒めないで）」。同じく認知症初期のNさんは、「私たちも覚悟しています。役割と生きがいを最後まで持っていきていきたい。」と。

かるがもの介護士Kさんから事例発表。利用者さんのパートナーがキーパーソンだと主治医からアドバイスを得て、利用者さんの生活を支援してきたこと、そのパートナーさんも今は新たな利用者さんとなっていることを柱の内容でした。映画・ケアニンをみてきた二人から感想が述べられ、小規模多機能の良さ、介護の役割と働き甲斐などに思いが寄せられる映画なので、上映会をやろうという話も出てきました。。
―― 業所スタッフアンケート　〇あなたが介護の仕事で充実感をとても感じたこと　〇あなたが介護の仕事で心痛めたこと　〇利用者さんにとって、あなたが、あるいは同じスタッフさんが、発した言葉・対応で、とてもよかった、と思われたこと　〇反対に、利用者さんにとって、あなたが、あるいは同じスタッフさんが、発した言葉・対応で、寄り添った介護ではないんではないかと思ったこと　〇それぞれのみんなの家のチームとして、利用者さんへの接遇で、今の良いところを進める、あるいは問題点を改善する、そのためにはどうしたら良いか、提案を書いてください。――これに34人のスタッフさんが率直な意見を記入してくれていました。ほぼすべての記入内容を読み上げてみんなに紹介。景山さんから、貴重な財産ですよ、各事業所で大いに論議をされたら、との助言。
佐藤さんが閉会のあいさつ。小規模多機能という一つの形態、とくに介護困難、家庭困難などの事例が集まりやすい医療・介護体制に政策的にされているなかで、私たちのより良い介護をめざす集団的奮闘が大切です。そのための役割をみんなで共有することへ一歩前進ができたスタッフ交流集会になったと思います。
②岡山市内民医連事業所地域包括ケア・連携会議主催の学習会、基本的人権の視点から貧困問題を考える学習会が2018年12月19日、岡山医療生協コムコムホールで開催され、当会からも参加しました。
③民医連・認知症懇話会が主催して、2019年4月27日(土)、認知症診療・ケアの今後の展望と予防、の学習会が開催され、当会からも積極的に参加しました。
 (5)その他
　　①ななくさの土地、建物の購入　2018年10月1日
　　　　・土地と家屋の所有者　住宅俊乃さん
西崎本町743-4　 94.68㎡　　　評価額　586万円
　　　　　西崎本町743-5　118.95㎡　　　評価額　736万円　　　
　　　　　　　　　　　　213.63㎡(64.7坪)　　　1322万円　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・家屋　鉄筋2階建て　　1989年建築
　　②西日本豪雨被災者への支援　小規模多機能・ぶどうの家　支援　8/5田中英隆さん
募金　　NPOみんなの会へ届けられた募金　約9万円　
　　③2011年から当法人の理事を担ってくれた花田健吾さんが、2019年5月20日に65歳で逝去されました。総会の名で哀悼の意を表したいと思います。また、様々な関係者による偲ぶ会が予定されています。
　
４、学習会

　(1)　あなたとともに考える人権問題学習会 
2018年度の「あなたとともに考える人権学習集会」は2018年12月１日、勤労者福祉センターで開催。市民など62名が参加しました。今回は「公益財団法人　認知症の人と家族の会岡山県支部」の後援をいただくなかでの開催でした。
講師に磯部作さん（放送大学客員教授、元日本福祉大学教授）を迎え、「介護を通じて人権を考える-認知症の妻を14年間介護した経験より-」と題し、自身の妻が50歳で認知症を発病し、63歳で亡くなるまでの14年間を介護した記録写真や経験から話しました。磯部さんは人権として「健康で文化的な生活を営む権利」ととらえ、「最低限度の」という言葉はいつもはずして話しているといいます。「健康で」が自らできないから、「介護」が必要であり、文化的な生活は保障するべきだと話しました。妻が胃瘻になり、介護にかかる時間が減ったという理由で、要介護５から要介護４へ下げられたという経験を話し、介護認定審査会に専門外の人がたくさんいることが問題だと話しました。また、飛行機のトイレは狭くて介助者が入れないため、妻を連れてのフライトは４時間が限度。農漁村などでは障害者用トイレがなく、女子トイレに連れて入らなければならなかったなどの経験から、バリアフリーなどの社会的な体制の確立が必要だと話しました。介護は、介護をされる人の気持ちに寄り添った理解と共感、その人の生きがいを考えることが大切と話し、看取りについては、一生懸命働き生きてきた人生を肯定し、再確認していくことが重要であると話しました。
小規模多機能型居宅介護事業所、ふたつの事業所からの報告がありました。みんなの家だんだんの大森きみえさん、みえさんちの家の塩見元子さん、それぞれ小規模多機能をいかして、最期までの看取りをチームケアでおこなったこと、豪雨災害被害者を支援していったこと、などを柱に日常の介護の経験を話されました。
5、 会報「ＮＰＯ・地域人権だより」の発行について

2018年度の会報は、2回の発行になりました。印刷部数は毎回１００部です。

第50号、2018年6月11日発行
第51号、2018年7月24日発行
　　
6、その他

①岡山県地域人権問題研究集会実行委員会に加入し、積極的に参加しました。
②「浅田達雄さんを支援する会」のとりくみに力を注ぎ、2018年3月14日の岡山地裁、同年12月13日の広島高裁岡山支部で完全勝利を勝ち取りました。引き続き、勝ち取った判決内容が行政施策にきちんと反映できるよう取り組んでいます。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【資料】　　　収入額　(万円)、利用人数、平均介護度などの推移　　　
　
	
	ななくさ
2006.07.01開設
	かるがも
2010.04.01開設
	だんだん
2013.07.01開設
	　小計

	2012(平成24)年度
	6,517
295人　　2.38
	4,024
228人　　1.90
	
	10,541
518人　　　43人/月

	2013年度
	5,858
270人
	4,129
260人
	1,485
65人
	11,473
595人　　　50人/月

	2014年度
	6,651
296人　　2.49　
	4,019
262人　　1.54　
	3,298
186人　　2.03　
	13,969
744人　　　62人/月

	2015年度
	7,646
324人　　2.40　
	4,168
245人　　1.50　
	4,082
204人　　2.10
	15,897
773人　　　64人/月

	2016年度
	7,442
338人　　2.20
	4,445
248人　　1.70
	4,491
203人　　2.30
	16,379
789人　　　65人/月　

	2017年度
	7,048
340人　　2.00
	4,824
246人　　1.71
	4,949
209人　　2.59
	16,822
795人　　　66人/月

	2018(平成30)年度
	6,594
334人　　1.81
	5,749
259人　　2.04　
	4,954
210人　　2.44
	17,298
803人　　　67人/月

	2019年度予算
	7,200
336人
	5,400
276人
	5,020
210人
	17,640
822人　　　68人/月


第2号議案　　　2018年度決算、監査報告　
[image: image1.emf]科　　　目 備　　　考

Ⅰ　収入の部

　１　財産運用収入

0

　２　会費収入

　　・正会員会費 115,400

3000×27人,1200×16、2000×1,前年度会費

　　・団体賛助会費 84,000 199,400 １２０００円×8口

　３　事業収入

　　・人権問題講演会 20,000

　　・ホームヘルパー養成講座 0

　　・小規模多機能型居宅介護事業所事業 172,982,692 173,002,692

　４　寄付金収入 2,000,000 2,000,000

人権岡山より

　５　雑収入 2,230,367 2,230,367

事業所雇用関係助成金など

　６　事業補助金 73,547 73,547

2017年度啓発事業岡山市

　7　特別利益　固定資産受贈益 7,200,000 7,200,000

ななくさ購入益

　当期収入合計（Ａ） 184,706,006

　前期繰越収支差額 40,898,234 40,898,234

　収入合計（Ｂ） 225,604,240

Ⅱ　支出の部

　１　事業費

　　・学習研修費 107,821

　　・研究調査費 0

　　・人権問題相談会 0

　　・機関紙発行費 3,862

　　・雑損失(支払利息など) 281,252

　　・小規模多機能型居宅介護事業所事業 181,205,600 181,598,535

　２　管理費

　　・役員報酬 0

　　・退職金 0

　　・臨時雇賃金 0

　　・福利厚生費 50,000

　　・会議費 95,096

　　・旅費交通費 404,500

　　・通信運搬費 137,887

　　・消耗品費 14,423

　　・印刷製本費 0

　　・備品費 27,171

　　・営繕費 156,600

　　・保険料 0

　　・租税公課 207,400

　　・雑費 54,580 1,147,657

　３　予備費 0

　当期支出合計（Ｃ） 182,746,192

　当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） 1,959,814

次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 42,858,048

2018年度特定非営利活動に係る事業会計収支計算書

金　　　額　　　（単位：円）

2018年　4月　１日　から　2019年　3月３1日まで

特定非営利活動法人

地域人権みんなの会
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科　　　　目

Ⅰ資産の部

　１　流動資産

　現金預金

 　　　 現金　手許有高 766,611

　　　　普通預金　　　（中国銀行など9通） 22,937,765

　未収入金 26,224,576

　前払費用 356,400

　仮払い金 0

　　　　流動資産合計 50,285,352

　２　固定資産

　　　　無形固定資産・ソフトウェア 926,736

　　　　建物 26,157,082

　　　　工具・器具・備品 145,884

　　　　リース資産 398,520

　　　　構築物 343,879

        基金　　　　　　　　（林協同基金） 100,000

　　　　土地 19,208,485

　　　投資その他の資金 4,458,792

　　　　　　　固定資産合計 51,739,378

　　　　　　　資産合計 102,024,730

Ⅱ負債の部

　１　流動負債

　　　　　未払い金 24,237,405

　　　　　預かり金 806,877

　　　　　仮受金 0

　　　　　未払い法人税など 207,400

　　　　　借入金 33,915,000

　　　　　　　流動負債合計 59,166,682

　２　固定負債

　　　　　　　固定負債合計 0

　　　　　　　負債合計 59,166,682

Ⅲ正味財産の部

　　　前期繰越正味財産 40,898,234

　　　当期正味財産増加額(減少額) 1,959,814

　　　　　　　正味財産合計 42,858,048

　　　　　　　負債及び正味財産合計 102,024,730

2019年　３月３１日現在

金　　　　額

地域人権みんなの会

2018年度特定非営利活動に係る事業会計貸借対照表
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科　　　　目

Ⅰ資産の部

　１　流動資産

本部・中銀1

630,449

　現金預金

本部・中銀2

1,674,087

 　　　 現金　手許有高 766,611

ななくさ中銀

12,655,723

　　　　普通預金　（中国銀行など9通） 22,937,765

ななくさ信金

8,862

　未収入金 26,224,576

ななくさ郵貯

10,049

　前払費用 356,400

かるがも郵貯

693,689

　仮払金 0

かるがも中銀

3,202,650

　　　　流動資産合計 50,285,352 50,285,352

かるがも定期

507,000

　２　固定資産

だんだん中銀

3,142,418

　　　　無形固定資産・ソフトウェア 926,736

本部・郵便

412,838

　　　　建物 26,157,082

　　　　リース資産 398,520

　　　　構築物 343,879

　　　　工具・器具・備品 145,884

        基金　　　　　　　　（林協同基金） 100,000

　　　　土　地 19,208,485

47,280,586 47,280,586

　　　　投資その他の資金 4,458,792 4,458,792

　　　　　　　固定資産合計 51,739,378

　　　　　　　資産合計 102,024,730

Ⅱ負債の部

　１　流動負債

　　　　　未払い金 24,237,405

　　　　　預かり金 806,877

　　　　　仮受金 0

日本政策金融公庫

16,415,000

　　　　　未払い法人税など 207,400

民主教育

2,000,000

　　　　　借入金（金融公庫、民主教育） 33,915,000

個人

4,000,000

　　　　　　　流動負債合計 59,166,682

県人権連

8,500,000

　２　固定負債

財・民主教育3

3,000,000

　　　　　　　固定負債合計 0

　　　　　　　負債合計 59,166,682

Ⅲ正味財産の部

　　　前期繰越正味財産 40,898,234

　　　当期正味財産増加額(減少額) 1,959,814

　　　　　　　正味財産合計 42,858,048

　　　　　　　負債及び正味財産合計 102,024,730

2019年　３月　３１日現在

地域人権みんなの会

金　　　　額



2018年度特定非営利活動に係る事業会計財産目録


監査報告

[image: image4.emf]
第3号議案    2019年度事業計画（案）
　　2019年度の活動は以下を重点においてとりくみます。
　　　

1、事業活動の安定と活動の広がりをめざします
社会保障制度切り捨ての政治が長く続く中で、自助を中心に共助を置き、公助を切り捨てようとする動きがさらに強まっています。私たちは、地域住民と自主的な地域づくり、安心・安全の地域づくりの一端を担う思いを込めて、現在3つある小規模多機能型居宅介護事業所を利用者さんと家族に寄り添い、より役割を大きくになう存在にしていきたいと思います。
理事会と事務局、会員の連携のもと、本来の社会保障充実への活動の発展をめざします。理事会で以下の課題を追求していきます。課題ごとに、会員のみなさんに協力を呼び掛けます。
①法人組織の在り方を検討し具体化する
　ア、ＮＰＯ法人としての機能強化・・・・・事務所機能の整備、理事会組織運営
イ、将来検討・・・・・　社会的貢献活動、事業活動、要求実現活動　これらの総合的なとりくみ
ウ、継承し発展させるための具体的人的配置　・・・若い人たちの登用
②事業活動の安定・強化をはかるとりくみ
　ア、小規模多機能事業所の安定的運営と発展
　　　○住民の要望に応えて、登録定数を増やせるために、みんなの家だんだんの独立を
〇正規職への転換、給与などの改善
〇職場環境の改善
〇働き甲斐と結びついた看護・介護観の形成
〇民医連共済の活用
〇民医連活動へのより接近と実践
　イ、経営の健全化・透明化、そして運営資金の確保
　　　〇各事業所管理者さん・ケアマネさんの月一度の合同会議などで経営実態を確認
　　　〇理事会での経営・運営実態の報告
　　　〇本部事務局での全体の財政の進捗状況などの確認
　　　〇ホームページに財政も含めた総会議案書の掲載
　　　〇「地域人権だより」に経営状況などを掲載し会員さんにしらせます。
③社会保障、社会福祉の向上、互いに助け合うとりくみ
　ア、浅田訴訟決勝利の意義を学び、行政に活かせるための学習
　イ、成年後見制度の活用支援
　ウ、いのちのとりで裁判、年金引下げ違憲裁判への支援
　エ、高齢者一人暮らしの不安に対応できるとりくみ、事業活動の検討
　オ、地域住民への生活支援のとりくみ、事業活動の検討
2、「ななくさ」「かるがも」「だんだん」活動　「だんだん」の独立をめざします
（1）｢みんなの家ななくさ｣のとりくみ
　2006年７月、小規模多機能ホームとして市内で2番目に開設できました。地域密着型の典型的なとりくみ
として利用者さんや家族、関係者から評価を受けています。ななくさの地域密着としての特徴の一つは、20年4月から、ななくさに隣接するアパートを活用していることです。独居の利用者さんたちを在宅の生活支援と介護という形で、小規模多機能型居宅介護事業所が、その方の最後の人生までともに過ごせたらという決意のもとでの取り組みとなっています。

利用者さんは石井中学校区に在住の方たちが中心になってきました。在宅支援事業所、病院関係者などからの紹介、地域人権運動の地域組織、障害者施設関係、生活と健康を守る会などからも利用につながる相談もよせられ、事業所と地域社会を結ぶひとつのパイプになっています。

ななくさはだんだんと共同で運営推進会議を設置しています。運営推進会議には、小・中学校長、町内会長、民生委員、利用者のご家族、地域包括支援センター、公民館スタッフ、他の小規模多機能施設の管理者さんなどの方が参画していただいています。この方たちの力も発揮していただいて、地域密着型の施設として発展させていきます。家族会、地域カフェ、こども食堂など考えられる地域住民や利用者家族との共同のとりくみを今年度は積極的に構想し実現のために奮闘します。
経営については、利用者さん登録は28人／月、収入は600万円／月をめざします。
みんなの家だんだんの職員ともに、ア、理念に基づいて実践する　イ、　職員間の連携とチーム介護の確立をめざす　ウ、介護の質の向上と介護技術資格取得を目指す　エ、地域との交流を深める、オ、防災対策を地域の中でとりくむ、これらを柱に日常のとりくみを具体化していきます。
（2）｢みんなの家かるがも｣のとりくみ
かるがもは、岡山市の南区在住の｢友の会｣メンバーから要請され、2010年4月1日に開設、来年、2020年4月1日に開設10周年を迎えます。開設当初は医療生協関係者、友の会関係者などのご紹介で経験者を中心にスタッフも構成することができました。介護・医療の経験豊かなスタッフも加わっています。南区の住民だけでなく中区まで含めた広範囲のエリアの方々が利用されています。それだけ、小規模多機能ホームかるがもの存在が光ります。さらにさまざまな利用形態の方々ににも寄り添える体制や運営方針の確立を目指します。
運営推進会議には、友の会役員、地域包括支援センターのスタッフ、地元町内会長、民生委員の方々なども参加してもらえる状況になっています。地元、浦安本町の住民の皆さんに、ニュースや「かるがもたより」の活用をつうじて、小規模多機能としての、みんなの家かるがもがより親しまれる、より頼りになる存在となるように取り組みます。
スタッフの連携と学習に力を注ぎます。家族会の開催、友の会との連携、住民との交流の機会なども含め、地域密着型の施設として発展をめざします。

　友の会の活性化をはかり、経営については、23人／月以上の利用登録者、収入は450万円／月をめざしま
す。
　具体的な活動は、ア、理念に基づいて実践できる体制作り　イ、職員間の連携とチーム介護確立　ウ、介護技術
の向上と認知症に対する理解を深め介護の質の向上をめざす　エ、地域とのかかわりを強め交流を深める　などを
柱に展開していきます。
（3）｢みんなの家だんだん｣のとりくみ
「みんなの家ななくさ」のサテライトとして「みんなの家だんだん」を2013年7月1日に開設、今年7月は6年を迎え、岡山市に対して更新申請を行いました。出発当初は、登録定員10名、通い6名、宿泊3名で運営しました。2015年4月からは、通いを9名に変更し、訪問を強化することにしました。

今年度は、17・5人／月の利用者登録、420万円／月を目標とします。

ななくさと協力して、利用者さんを中心に地域住民に開かれた催しを企画します。また、認知症利用者さんへの理解と具体的対応などにかかわり、特に困難な事例の場合ほど基本的な理念こそが大切だという姿勢が貫かれるための、学習や集団討議を大切にします。共通の目標をもち、スタッフの連携を強め、引き続き、人権認識を高めあえるような職場づくりを目指します。
ななくさのサテライトの位置づけから、独立したみんなの家だんだん、に発展させていきます。定員登録上限を25名にできるようにするとともに、ななくさとの兼務であった管理者は独自に配置します。2020年4月1日から転換できるように、スタッフさんたちの協力を得ながら諸準備をはかります。
(4)職員の働きがいがある職場作り

　事業所の運営の中心は職員の方々です。職員がいきいきと仕事が出来る条件作りが利用者を大切する施設につながります。職員が安心して働ける条件作りをさらに追求します。また、専門職としての役割がさらに発揮できるよう、研修機会の提供、将来の事業所作りへの参画などを重視します。

　60歳未満で2年間の労働条件、40時間/週を経験された方には、その方の希望も取り入れながら正規職員としての雇用に切り替えていきます。
スタッフ一人ひとりが介護の仕事を大切にして、社会的に寄与すること、そのことが介護の仕事への社会的評価を高めること、利用者さんの生活の向上につながること、自らの生き方をひろげて充実させることにつながるという意気ごみを寄せあうことができる職場として発展させていきます。

ななくさ、かるがも、だんだんの職員間をはじめ、当会の役員と職員の交流・話し合う場を確立しながら、民主的運営のもと互いに成長が保障される職場をめざします。
毎月、中旬に、３つの事業所の管理者、ケアマネで構成する合同事務局会議を開催します。
そのほか、定期的に３つの事業所のケアマネ合同会議、事務担当者合同会議などを開催し、法人としての統一性とそれぞれの事業所としての柔軟性を活かし、利用者さんに寄り添える支援と介護を展開します。
今年度は、昨年の「介護観と接遇」学習を活かしながら、スタッフ間で交流できる集会を開催します。10月27日(日)午後1時半から民主会館です。昨年のスタッフさんたちへのアンケートへの記入内容をもう一度思い起こしながら、各事業所の事例も出し合い、分散会で討論を深めたいと思います。
民医連に加入している組織として、共済の取り組みなどに加わり、共済制度を活用していきます。
(5)事業所と法人の連携について
法人として、事務局を担う人たちや各事業所スタッフさんたちに、さまざまな学ぶ機会を保障します。制度教育や職場外のいろいろな企画などへの参加を大切にします。「人は必ず変わる」という観点から一人ひとりの職員の成長を大いに期待して、声や思いに耳を傾け、仕事や集団づくりへの積極性を引き出すような援助や話し合いが求められています。職場目標と結びついた個人目標づくりを援助し、個別面接も重視します。

各事業所がＮＰＯ法人組織の理念を具現化することを目標に取り組むなかで、様々な課題が発生します。課題を前向きにとらえて事業所の前進、地域の福祉力と自治能力の向上、制度の前進的な改革などに結びつけます。
そのためにも、
①事業所経営理念の遂行と経営財務に責任を負い経営の中軸となる管理職集団の形成
②職員が共通の理念に照らして対等に意思疎通ができる体制の確保
③利用者、家族の要求などが主張しやすい運営体制
④事業所職場から発する諸問題について適宜相談し合うことができる法人の体制、などをめざします。

(6)持続し展望を見据えた経営のために

ななくさ、かるがも、だんだん、3つの事業所を開設・運営するうえで、一般財団法人・岡山県民主教育研究会などの団体・個人から原資を借りうけています。契約に基づき返金していくことがまず求められます。また、施設・設備のメンテナンスや更新、新たな福祉事業の展開なども想定して、自己資金を確保していくことは、利用者さんの立場に立ったうえでも経営上欠かせないことです。

営利自体を追求することが事業目的ではありませんが、剰余金を生み出すことは、働く人々の安心を確保することであり、さらにひろがる利用者さんたちの潜在的な福祉要求を掘り起こし、地域の福祉力を組織して積極的な活動を展開する基盤づくりとなります。公的制度ではない、住民の諸要求を事業化していくうえでもこの保証があってこそ着手・実現できるものと自覚して、経営にあたっていきます。
また、新たな目標に向かって事業展開を考えるとき、その資金が大きな課題となります。金融機関から昨年度運転資金を借り受けました。返済計画の実行、そして新たな資金対策を検討していきます。
（7）報酬をうけとる役員について

報酬をうけとる役員として、2019年度は田中金一、吉岡昇の各理事を充てます。報酬は年額4,570,800円、
5,530,800円、その期間は2019年6月から2020年5月とします。2名は、NPO法人地域人権みんなの会、小
規模多機能型居宅介護事業所の発展を企画し実施する任務にあたります。

3、将来を見据えて活動の広がりを
(1)仮称・おかやま人権ネットワークの結成について
①結成の目的

　地域を基礎に人権確立をはかり、住み続けられる地域を協同の力で創りあげていくことは、すべての人たちに共通する課題となっています。
地域に人権を確立させていこうとする組織が力をあわせて、人権侵害に対して世論を広め、その解決の在り方を市民・県民の側からともに提起していくことは人権概念そのものを深めていくことにつながります。
特に、若い世代の人たちによる人権を基調にした社会形成をすすめるうえでも、大きな推進力が求められています。これらの目的、思いを込めて、仮称・おかやま人権ネットワークを結成したいと考えています。
②結成にむけて
　当面、理念、目的、対象、活動の柱、財政などの基本的な課題を準備会会議で整理していきます。
そして、NPO法人地域人権みんなの会、県人権連、一財・岡山県民主教育研究会などでも具体的イメージなどについても論議を展開し、それぞれの団体で意思決定をはかっていきます。
　　　
(2)地域社会へ貢献していくとりくみの検討

　　①コミュニティの場所づくり
・憲法カフェ、認知症カフェ、子ども食堂など、地域住民に寄り添う取り組みが広がっています。
　　　・それぞれの小規模多機能ホームも、まつり、つどい、映画会などの寄り集まれる場として取り組んで
きています。
・課題としては、定期的な開催、担う・参画する人たちの輪をひろげること、財政のこと
②活動を担う人たちを結集していく諸準備と場所の確保などの検討
4、県民を対象とした学習懇談会などの開催について

(1)「人権を考える学習集会」

今年度は、あなたとともに考える人権学習集会を12月7日(土)に、岡山市内で開催します。
医療・介護現場の実態、患者・利用者さんたちと働く人々の置かれている現状、これらを柱にして人権保障にかかわる学習を深められる企画を検討します。
規模は100人とし、岡山市の人権啓発推進補助金事業として取り組みます。

(2)地域人権問題研究集会など

2019年度の第15回地域人権問題全国研究集会は2019年10月18日(金)19日(土)に兵庫県姫路市で開催されます。法人からも積極的に参加体制を提起します。
第16回地域人権問題全国研究集会は2020年の11月6日(金)7日(土)に岡山市で開催されます。岡山市での開催とその成功に向けて支援します。そして、これまでのNPO法人地域人権みんなの会のとりくんできた事業活動、学習活動などが人権確立、地域での安心・安全にどのように反映してきたのか、この間の中間まとめをおこない、集会の内容に反映させていきます。
（3）その他

　65歳で障害者を差別するな、を主題に介護保険の改革、社会保障の充実を求める多くの国民の声を代弁した浅田達雄さんの岡山市への提訴は、2013年9月でした。それから6年近くかかって岡山地裁、広島高裁で完全勝利となりました。他県ではこの勝利をいかして、65歳を過ぎた障害者の方々が障害者総合支援法だけで福祉サービスの提供を受けて生活する、という事例が増えてきました。しかし肝心の岡山市では、市長自らが浅田さんに対して謝罪の意を示さず、県下の自治体では介護保険優先の姿勢に変化は生まれていません。引き続き、浅田訴訟の判決の持っている意義を広め自治体行政レベルにも反映させていくことが求められています。
「民医連」をはじめ、医療・介護の実践を通じて人権確立をめざす諸団体が提起する学習会にも積極的に対応します。テーマが「ありのままの自分を受け入れて欲しい～当事者の想いが実る認知症の人にやさしいまちづくり～ 」の第９回全日本民医連認知症懇話会in岡山集会が、 2019年9月27日（金）28日（土）に ホテルグランヴィア岡山で開催されます。討論にも積極的に参加できる体制をつくります。
子育て世代の要求を人権の視点からとらえる課題の一つとして、「保育所、幼稚園、子ども園」にかかわる学習会などを検討します。
5、広報・宣伝・学習・研究活動

地域住民・市民の観点から人権を考える観点での広報・宣伝活動は極めて大切になっています。住民の民主的地域づくりのとりくみや介護と事業所の社会的認知を高めていくとりくみ、社会保障を充実させる諸活動などにも積極的に参加し、非営利共同のとりくみを重視します。

一般財団法人岡山県民主教育研究会と共同して、「人権」や「地域」にかかわる研究書籍を発行し普及します。｢地域人権だより｣を適宜発行します。会員内外からの投稿もいただき内容を充実させます。NPO法人地域人権みんなの会のブログを活用し、公開の原則にも対応していきます。

将来にわたり安定的な事業展開を展望する上での法人のあり方の研究を具体的にすすめます。また、それぞれの事業所の内容、地域密着で成果を上げているとりくみなどを広く市民に広げていきます。
6、会員の拡大

　諸活動を積極的に展開させるなかで会員拡大をめざします。ＮＰＯの意義と当会の目的を多くの人に理解をえる独自のとりくみも必要です。

　学習活動、事業活動などに会員外の人々の参加、協力を訴え、そのとりくみを通じて入会を働きかけます。また、専門家の方々に直接入会の呼び掛け活動を展開します。

　個人会費は、月額250円です。70歳以上の方、障害者の方などは月額100円とします。
7、運営について
①　理事会はすくなくとも4ヶ月に一度開催することをめざします。
②　個別分野にかかわる計画づくりの会議は随時開催します。
③ 「NPO・地域人権だより」は年4回程度発行します。

④　法人役員は、ななくさ、かるがも、だんだんの運営にかかわるとりくみや諸会議に積極的に参画します。

⑤　県内の人権課題に積極的に接近し、特に福祉の向上をめざすとりくみのために奮闘します。

⑥　西日本豪雨、東日本大震災など復旧・復興支援を引き続き行います。
⑦　民医連、民商、商工会議所に加盟していることを活かし、社会的信頼を高めながら、安定性、将来性を確立します。
第４号議案　　2019年度予算・案　
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Ⅰ　収入の部

　１　財産運用収入

0

　２　会費収入

　　・正会員会費 130,000

60人

　　・団体賛助会費 72,000 202,000 6団体

　３　事業収入

　　・人権問題講演会 30,000

あなたとともに・・学習集会

　　・ホームヘルパー養成講座 0

　　・小規模多機能型居宅介護事業所事業 176,400,000 176,430,000

な600万/月、か450万/月、だ420万/月

　４　寄付金収入 10,000 10,000

　５　雑収入 2,600,000 2,600,000

労働局など雇用関係助成金等

　６　事業補助金 100,000 100,000

人権学習への岡山市助成　

　当期収入合計（Ａ） 179,342,000

　前期繰越収支差額 42,858,048 42,858,048

　収入合計（Ｂ） 222,200,048

Ⅱ　支出の部

　１　事業費

　　・学習研修費 200,000

　　・研究調査費 500,000

　　・人権問題相談会 10,000

　　・機関紙発行費 30,000

　　・事業開設費 10,000

　　・小規模多機能型居宅介護事業所事業 174,000,000 174,750,000

　２　管理費

　　・役員報酬 0

　　・退職金 0

　　・臨時雇賃金 0

　　・福利厚生費 300,000

　　・会議費 100,000

　　・旅費交通費 400,000

　　・通信運搬費 100,000

　　・消耗品費 50,000

　　・印刷製本費 50,000

　　・光熱水道費 10,000

　　・備品費 700,000 ななくさ２階クーラーなど

　　・保険料 0

　　・租税公課 850,000 所得税、取得税など

　　・雑費 50,000 2,610,000

　３　予備費 0

　当期支出合計（Ｃ） 177,360,000

　当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） 1,982,000

次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 44,840,048

2019年度特定非営利活動に係る事業会計収支予算書

金　　　額　　　（単位：円）

2019年　４月　１日　から　2020年　3月３1日まで

特定非営利活動法人

地域人権みんなの会



第5号議案  　定款の変更について　

1、定款変更の事由について

 　 法人の基本理念である地域人権の確立、その具体化の一つとして介護事業所の目標「一人ひとりの高齢者の命の輝きを大切にして幸福な人生を送ることが出来るよう貢献します」をさらに推し進めるうえで、法人組織の強化が求められています。
    これまで以上に、人権確立の多分野で活躍されている方々や幅広い年齢層の方々の力も結集できるための理事構成にしていくために、理事定数の変更、増員を行います。

2、変更内容について
　　以下のように、定款第14条を変更します。
	新
	旧

	第4章    役員及び職員

（種別及び定数）

第１４条 この法人に次の役員を置く。

（２）理事  7人以上15人以内

（３）監事  １人以上２人以内

２  理事のうち、１人を会長、１人を副会長とする。


	第4章    役員及び職員

（種別及び定数）

第１４条 この法人に次の役員を置く。

（２）理事  ３人以上９人以内

（３）監事  １人以上２人以内

２  理事のうち、１人を会長、１人を副会長とする。




第6号議案　　役員の選出について　
　　　　　　　役員選出名簿(案)
　　　　　　　　　　　2019年7月1日から2021年6月30日まで

	役名
	氏　名
	住所又は居所　　　　　
	就任期間
	報酬を受ける役員

	理事
	中島純男
	岡山市北区岩井二丁目5番27号
	
	

	理事
	村上雅彦
	井原市神代町2323番地
	
	

	理事
	三戸康生
	岡山市北区伊福町二丁目18番15号
	
	

	理事
	吉野一正
	岡山市中区四御神94番地の4
	
	

	理事
	大西幸一
	岡山市中区長岡4番地64号
	
	

	理事
	鷲尾　裕
	岡山市南区内尾３５６の２３番地
	
	

	理事
	田中金一
	岡山市北区奥田西町11番19号
	
	○

	理事
	吉岡　昇
	新見市高尾2284番地4
	
	○

	理事
	住宅俊乃
	岡山市北区西崎1丁目10-5-2
	
	

	理事
	中島正智
	岡山市北区岩井二丁目5番27号
	
	

	理事
	妹尾善弘
	倉敷市西阿知町西原１０３５番地
	
	

	理事
	江田大志
	岡山市南区築港緑町2丁目2-23
	
	

	監事
	藤澤末博
	津山市大谷３４４番地の4
	
	

	監事
	福木　実
	赤磐市山陽団地4丁目7番22号
	
	


　　　　2019年度借入限度額





2019年度借入金の最高限度額を6,000万円とします。


　　内訳


個人・団体　　　　2,000万円


金融機関　　　　　4,000万円
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